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〈巻頭言〉博物館のさらなる発展を望む
博物館長杉原　重夫
　アカデミーコモン内に新たに設置された明治大学博物館は、開館して4年目を迎えることができました。
そして現在も教職員や博物館友の会を初め、多くの方々のご協力をいただいて、学内外に開かれた明治大
学の顔として順調に発展を続けております。私自身も2代目館長として就任3年目を迎えることが出来ま
した。入館者も昨年度は年間入館者が前年度と比較して6000人以上増え、5万人を超えることが出来まし
た。さらに本年5．月16日には、開館後の入館者が通算15万人に達しております。このように入館者が増加
した理由は、学内研究機関や教員からの特別展示室の利用希望が引き続き、独創性、話題性に富む特別展
の開催が行われたことが大きく影響していると考えられます。今後も、これまでの伝統を受け継いだ“個”
を大切にした博物館として、出来るだけ多く入館者に関心を持っていただける特別展を企画してまいりま
す。
　2006年度の秋以降は、明治大学博物館主催「掘り出された〈子ども〉の歴史一石器時代から江戸時代ま
で一」（10月7日～12月10日）、明治大学東アジア石刻文物研究所他主催「洞窟に刻まれた末法の石経と聖
像　中国河南・宝山霊泉寺の大住聖窟と僧霊裕一」（2．月23日～3月14日）、同主催「明治大学新収中国
石刻貴重拓本展H」（3月17日～3月30日）、明治大学博物館主催「新収蔵資料展」（4E7日～5月7日）、
明治大学社会連携促進知財本部主催「“漆”新世紀一最新テクノロジーによる次世代機能材料の研究開発」、
明治大学博物館・明治大学考古学研究室主催「ガウランド　日本考古学の父」（5月19日～7月1日）と連
続して特別展が開催されました。このうち「掘り出された〈子ども〉の歴史」展では、少子化・男女共同
参画担当の高市早苗内閣府特命担当大臣が来館され、納谷廣美学長とともに熱心に展示を見学されました。
また、2006年度に本学と長和町との間で「明治大学及び長野県長和町における社会連携事業の推進に関す
る協定書」が締結されたことにより博物館分室となった「明治大学黒耀石研究センター」では、「長和町
立星くずの里鷹山黒耀石体験ミュージアム」と連携した特別展「黒耀石の流通を支えた長和の遺跡」（8
月30日～9月30日）が開催されました。さらに11月7日には、長和町との地域交流事業として教育委員会
文化財審議会委員の博物館等学内施設の見学がありました。2007年度は、新たに明治大学地域連携講座「長
和町民大学」が始まります。多くの町民の方々の聴講をお待ちしております。
　なお、昨年度より引き続く大きな課題である文学部「明治大学文化財研究施設」を博物館へ移管するこ
とについては、関係諸部門との調整を行っており、2008年度には実現したいと考えております。この研究
施設には蛍光X線分析装置、X線回析装置、走査型電子顕微鏡、ガスクロマトグラフ、古地磁気測定装置
などの機器をそなえ、石器石材の原産地、土器胎土、赤色顔料、漆原材料、微化石（花粉・珪藻）、遺物
包含層等の多様な文化財の理化学的分析を推進することができ、博物館が研究機能を持つうえでの活用が
期待されます。本年度から研究機能を充実するために、専任教職員の方々に博物館を研究活動の場として
利用していただくように研究調査員制度が発足致しましたが、今後は大学外の方々にも参加していただき、
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広い分野の研究を展開していただきたいと思います。
　また2008年度には、本学50年ぶりの新学部として「国際日本学部」が誕生いたします。この新学部は、
世界的に定評のある「ものづくり」ブランドを生み出すH本企業や社会、「クールジャパン」と呼ばれる、
アート・映画・漫画・アニメ・ゲーム、能や狂言、歌舞伎といった伝統文化を世界にアピールし積極的に
発信できる人材を育てることを目的としております。この新学部においても文化や情報の発信基地として
博物館を最大限に活用していただきたいと思います。最後に、新学部の開設記念事業としての展示が来年
度4月ド旬から5月下旬にかけて開催される予定であることをお伝えして、ご挨拶に代えさせていただき
ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文学部教授／すぎはら　しげお／自然地理学）
15万人目の来館者と記念撮影（2007516）
2
